
○はっきりと話ができる子ども

○ふしぎなことを発見できる子ども

・おいしいきゅうしょく　ありがとう（1年）
・きゅうしょく大すき　なんでもたべるぞ大さくせん（2年）
・食べ物の３つのはたらき（3年）
・朝ごはんを食べよう（4年）
・体によい食事のとり方を知ろう（５年）
・自分の食生活を見直そう（6年）

・いろいろな食べ物を知り、大切にしよう
・朝ごはん食べよう

・感謝して食べよう
・1年間の給食をふり返ろう

食育の研究目標

食への関心を高め、望ましい食習慣を身に付けようとする児童を育成するために、各学年の児童の姿を設定し、地域のひと・もの・こと
を生かした授業づくりを行う。

〇児童の実態

・農業や漁業を営んで

いる家庭が多く、日頃か

ら新鮮で美味しい食材

を食べているが、野菜や

魚嫌いの児童も多数い

る。

・肥満児童の割合が高

い。

・朝食の摂取率は93％

と比較的高いが、バラン

スのよい朝食（主食とお

かず2品以上）を摂取し

ている児童の割合が少

ない（朝食喫食率93％

中33.5％）。

〇保護者の実態

・農業や漁業を営んで

いる家庭が多く、魚や野

菜、米などの専門的知

識をもった方が多い。

楽しい給食時間にしよう

３月

・さつまいも定植・歯科検診・食
育月間・個人懇談・終業式

・始業式・修学旅行・食育研
究発表会・いもほり

・始業式・入学式・発育測
定・遠足（弁当の日）・運
動会

活動目標：①各学年の目標の設定
　　　　　　　　 ②各学年、食に関する体験活動を取り入れる
　　　　　　　　 ③給食時間に給食を教材とした朝食指導を行う

成果指標：①目標の達成度（教師アンケート　80％以上）
　　　　　　　　 ②食への興味・関心をもつ児童の割合（児童アンケート　９０％）
　　　　　　　　 ③朝食を食べる者の割合（児童アンケート　9３％→９８％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給食時間の放送

好きっちゃ若松
若松野さい（トマト・きゅう

り）に挑戦しよう

委員会活動
給食週間に向けて 給食週間

食生活改善プロジェクト

朝ハロしよ！教室

食生活改善報告

お宝発見！
若松の特産物の

ひみつを見つけよう

・かぼちゃのつる
道徳

体育（保健）
・体の発育・発達
・「朝食についてふりかえろう」

ぼくのわたしの花房米
（稲作体験）

・きつねとぶどう

家庭

・ふきのとう【国】
・春がいっぱい【国】
・夏がいっぱい【国】
・秋がいっぱい【国】
・冬がいっぱい【国】

・春のくらし【国】

・茶つみ【音】

・夏のくらし【国】

・すがたをかえる大豆【国】

・食べ物のひみつ教えます

【国】

・春の楽しみ【国】
・カンジーはかせの都道府

県の旅【国】

・秋の楽しみ【国】

・ウナギのなぞを追って【国】

・植物の育ち方
・わちしたちの体と運動
・もののあたたまり方

総合的な学習の
時間

生活

・がっこう　だいすき

ともだちと　がっこうを　たんけんしよう

・レッツチャレンジ1年生（とうもろこし

栽培）

・ぐんぐんそだて　わたし
の野さい

他教科等
・おおきなかぶ【国】
・おむすびころりん【国】
・ものの名まえ【国】

令和4年度　食に関する指導の全体計画　

（知識・技能）
食事の重要性や栄養バランス、食文化等についての理解を図り、健康で健全な食生活に関する知識や技能を身に付けるようにする。
（思考力・判断力・表現力）
食生活や食の選択について、正しい知識・情報に基づき、自ら管理したり判断したりできる能力を養う。
（学びに向かう力・人間性等）
主体的に、自他の健康な食生活を実現しようとし、食や食文化、食料の生産等に関わる人々に対して感謝する心を育み、食事のマナー
や食事を通じた人間関係形成能力を養う。

各学年の食に関する指導の目標

給
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よい食べ方
今日の
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２月

給食時の
すごしかた

１１月
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・県の地図を広げて

・ゴミの処理

・焼き物を生かしたまちづくり

・日本の国土とわたしたちのくらし

・米づくりのさかんな地域

・水産業のさかんな地域

・未来をつくり出す工業生産

・私の生活、大発見！

・おいしい楽しい調理の力

・食べて元気！ごはんとみ
そ汁

・生命のつながり（1）
（3）

・国づくりへの歩み

・新しい文化と学問

・戦争と人々の暮らし

・平和で豊かな暮らしを目指して

・日本とつながりの深い国々

２年

・植物の生長と日光の関わり

・食べたもののゆくえ

・生物どうしの関わり
・生物と地球環境

・店ではたらく人
・道具のうつりかわり

３年 ４年 ５年

北九州市立花房小学校

学校教育目標

食に関する指導目標

給食当番 給食と衛生
食卓づくりの

工夫

１０月

からだと給食

○なかよくできる子ども

○さいごまで頑張る子ども

１２月８・９月

・始業式・学校給食週間

４月

給食に使う
材　　料

給食の反省楽しい給食

７月５月 ６月

家庭・地域と
の連携の取組

食育月間（６月）・食育の日（毎月１９日）・カミカミ献立（月1回）・野菜の日の献立（月1回）・学校給食週間（1月２４日～２８日）・給食時間の放送

社会

・日本文化を発信しよう

【国】

・冬のおとずれ【国】

・海の命【国】

・個人懇談会・終業式

・朝食から健康な1日の
生活を
・まかせてね　今日の食事

１年

教

　

科

　

等
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の

　

関

　

連

・カレーライス【国】

地場産物活用の方針

個別相談指導の方
針及び取組方

保護者からの申し出、定期健康診断の結果、日常食生活の様子等から個別指導が必要な児童について指導する。食物アレルギー除去食の申し込みについては
医師の診断書の提出および、面談を行う。校長、教頭、学級担任、養護教諭、栄養教諭、給食調理師、学校事務等で連携して行う。

学校給食の献立に地場産物を使用し，児童に地域の産業や文化に関心をもたせたり，地域の農業等に従事している方々に対する感謝の気持ちを育てる。

・けんこうな生活
・「朝食についてふりかえろう」

理科

給食指導
主題

６年

ＪＡ若松職員や地域ボランティア（農家）、保護者等と連携した栽培活動
学校だより，食育だより，学校給食献立表，学校ホームページ，学校給食試食会，家庭教育学級等による家庭への情報発信

全校一斉指導等

学校行事

・給食の準備と

片付け（1年）

・卒業式
・終了式

給食
ありがとう

特別活動

食育推進の
評価

食に関
する指導

1年 2年 3年 4年

食物の栽培に進んで
取り組み、食材に感謝
し給食を好き嫌いなく
いただこうとする。

地域の人やもの・こと
に積極的に関わり、生
産者の苦労に感謝し
自分の食生活をふり
返ろうとする。

地域の人やもの・こと
に積極的に関わり、地
産地消について知ろう
とする。

自ら学び、心豊かで、たくましい子どもの育成
○はっきりと話ができる子ども　　　　○なかよくできる子ども

食育の視点

①食事の重要性
②心身の健康
③食品を選択する
能力
④感謝の心
⑤社会性
⑥食文化

朝ご飯を食べよう

5年 6年

食物の栽培に進んで
取り組み、給食をおい
しくいただこうとする。

食に関する課題解決
に積極的に取り組み、
食事の重要性や体の
健康について知ろうと
する。

食に関する課題解決
に積極的に取り組み、
必要な情報を収集して
健全な食生活の実現
に向けて行動しようと
する。

１月
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